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1. がんはどのような病気でしょうか？ 
 

2. 我が国におけるがんの現状 
 

3. がんの経過と様々ながんの種類 
 

4. がんの予防 
 

5. がんの早期発見とがん検診 



正常の細胞の遺伝子に傷がついてできる 
異常な細胞のかたまりのうちで悪性なもの 

がんとは？ 



がんの主な要因 
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がんは日本人の死因の第一位 



がんの罹患率は年齢があがるにつれて 
増加する 
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がんの経過 



主ながんの種類 

胃がん 大腸がん 肝がん 

肺がん 乳がん 



1位 2位 3位 4位 5位
男性 肺 胃 大腸 肝臓 膵臓
女性 大腸 肺 胃 膵臓 乳房
男女計 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓

2014年の死亡数が多い部位 

1位 2位 3位 4位 5位
男性 胃 大腸 肺 前立腺 肝臓
女性 乳房 大腸 胃 肺 子宮
男女計 大腸 胃 肺 乳房 前立腺

2012年の罹患数が多い部位 

がん情報サービス がん登録・統計より 



がんの5年生存率 
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がんの原因は一つではない 

• 生活習慣 
 

• 細菌・ウイルス感染 
 

• 持って生まれた体質（遺伝素因） 

これらのどれか一つが原因となるのではなく幾つか
が重なり合った時にがんとなる可能性が高まる 



望ましい生活習慣 
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がん検診による早期発見の重要性 

がんの進行度別にみた5年生存率 
（全国がん（成人病）センター協議会2004年－2007年診断例） 





我が国におけるがん検診の課題 


